
サッポロHD、グループ共通基盤にQlik Talend Cloudを採用し、
ニアリアルタイムのデータ連携で迅速な課題解決を実現
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サッポロホールディングスについてサッポロホールディングスについて
サッポロホールディングスは、主力の酒類事業をはじめ、食品や飲料事業にも注力
しており、国内外で事業を展開しています。
中核であるビール事業は創業150年の歴史と伝統を誇り、最近では北米や東南アジ
アを中心にグローバル市場での存在感も高まっており、「SAPPORO」ブランドとして
国内外で広く親しまれています。また、近年は世界的な健康志向の高まりを受け、レ
モンなどの素材を活かした食品・飲料の研究開発にも積極的に取り組んでいます。
多様な消費者ニーズに応える事業展開を通じて、人 と々地域社会のWell-beingに
貢献しています。

「データ連携のスピードは劇的に変わりました。一日一回のバッ 
チ処理を行なっていましたが、今はQlik Talend Cloud の
CDCが全ての変更を自動的に検出し、ニアリアルタイムで
SAPPORO DATA FACTORYへ反映させます」
 小林史幹氏　サッポロホールディングス株式会社  DX企画部  Chief Data Engineer
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適用分野適用分野  
IT

課題課題
•	 一日一回のバッチ処理だったため、リア

ルタイムでのデータ連携ができていな
かった

•	 データ連携のための個別のインターフェ
イス作成に時間とコストがかかっていた

•	 運用が複雑化し、誰もが簡単にデータ
を利活用できる環境にはなかった

ソリューションソリューション
Qlik Talend Cloud を採用したことで連
携スピードが飛躍的に向上し、ニアリアル
タイムのデータ連携が実現。シンプルな
操作が可能になったことでプログラムの内
製化、データの民主化が進み、コストも軽
減された

成果成果 
•	 CDCでデータ変更を自動識別しニアリ

アルタイムでのデータ連携が実現
•	 内製でのプログラム作成が可能になり時

間とコストの負担が軽減された
•	 運用の簡素化、誰でもデータ利活用し

やすい環境が整備され、データの民主
化が進んだ



新システムでねらうリアルタイムでのデータ連携と
コスト減
サッポロホールディングス株式会社（以下、サッポロ）では、
以前からデータ基盤システムを利活用し酒類事業の物流や
営業などに活かしてきましたが「データ連携やデータ同期に
は課題があった」とDX企画部  Chief Data Engineerの小林
史幹氏は語ります。

サッポロでは近年のDXに対する意識の高まりにより、リアル
タイムでデータをモニタリングしたいという各部門からのニー
ズが増えつつありました。しかし、当時は基幹システムへの負
荷を避け、夜間に一日一回バッチ処理をするという方法がと
られていたため、ニーズには応えきれていませんでした。「い
かにリアルタイムでデータを把握し、意思決定、課題解決へ
結びつけるかは現代のビジネスにとって必要不可欠なことで
す。私たちは基盤システムを前進させる必要がありました」と
小林氏は言います。

折しもサッポロではDX戦略の強化を打ち出し、お客様接点
の拡大、ビジネスの拡大、働き方改革という3つの方針を定め、
この一環としてITテクノロジーのDXも大きく見直されました。
データ基盤システムにおいては、データの民主化へ向けアーキ
テクチャを刷新することが決定されました。

アーキテクチャ刷新のキーワードは「持続可能なシステム」。
小林氏は「データの民主化を進め、グループ社員の誰もがい
つでも容易にデータを利活用できるような基盤システムを目
指しました。そのためにはシンプルな操作性を実現し、安定し
た運用環境を維持することが必要でした」と言います。

また、DX企画部 アシスタントマネージャーの田宮慎理氏はプ
ログラム開発の課題を口にします。「各部門・領域で収集した
データを基盤システムに連携するため、それぞれに必要なイン
ターフェイスのプログラミングを外部ベンダーに依頼するので
すが、設計からテストまでの擦り合わせやスケジュール調整
が必須で一つのインターフェイス構築に半年かかることもまま
ありました。開発期間やコストも軽視できない状態だったの
で、これをどう転換しアジリティの高いデータ連携環境につな
げるかは大きな課題でした」

プログラム開発期間が短縮すれば、より柔軟にデータ利活用
のニーズに応えられるようになり、開発コストも低減すること
ができます。種々のメリットを考え合わせながら、サッポロは
持続可能なデータ基盤システムへ向け、データ連携の課題解
決へ向けた検討を開始しました。

新たなグループ共通基盤「SAPPORO DATA 
FACTORY」始動
リアルタイムなデータ連携を可能にするため、サッポロが着目
したのがChange Data Capture (CDC)です。ソースデータベ
ース内のトランザクションからの全ての変更を識別してキャプ
チャし、それをリアルタイムでターゲットに移動することがで
きるCDCは、サッポロの新たなデータ基盤システムに大きな
メリットをもたらします。

「CDCは必要最小限の差分のみを転送しますから、基幹シス
テムの負荷も大きく軽減することができます。システム負荷を
避けて夜間にバッチ処理する必要もなくなります」と小林氏。
サッポロは管理のしやすさやランニングコスト、サポートなど
さまざまな面からCDCツールを検討し、最終的に選択したの
はQlikのCDCツール、そしてQlik Talend Cloudでした。



田宮氏は採用の理由を次のように話します。「Qlik Talend 
Cloudはコスト面での優位性に加え、CDCコネクターが豊
富だということが採用の大きな理由です。私たちは新たな
基盤システムにおいて各種データベースはもちろん、CRM 
(Customer Relationship Management) などSaaSツールと
の連携も考えていて、Qlik Talend Cloudであればそれがスム

ーズに実現できるし、運用の複雑さも解消できるという期待が
持てました」

小林氏は「操作の簡易性やデータ処理をSnowflakeにプッ
シュダウンできる点などQlik Talend Cloudは検討過程から
非常に評価が高かった。私たちが目指す『持続可能なシステ
ム』はコスト的にも見通しの良いものでなければならず、Qlik 
Talend Cloudは明確なコスト意識を持って将来の拡張を考
えることができる点が心強いです」と語ります。

サッポロはデータ連携にQlik Talend Cloudを導入して、グ
ループ共通の新たなデータ基盤システム『SAPPORO DATA 
FACTORY』を構築。2025年1月より運用を開始しました。

劇的に変化したデータ連携でつなぐサッポロの
次の一手
SAPPORO DATA FACTORYで大きく変化したのはデータ連
携のスピードです。「データ連携のスピードは劇的に変わりま
した。一日一回のバッチ処理を行なっていましたが、今はQlik 
Talend Cloud のCDCが全ての変更を自動的に検出し、ニア
リアルタイムでSAPPORO DATA FACTORYへ反映させます」
と小林氏は語ります。

データ連携のためのプログラムを開発する体制も様変わりし
ました。「従来は外部委託によるインターフェイス構築で時間
とコストがかかっていましたが、Qlik Talend Cloudの導入に
より内製で対応できるようになりました。ノーコードで操作で
きる分かりやすいUIによって、迅速な開発が可能となり、大
幅な時間短縮とコスト削減を実現しています。内製によるプ
ログラム開発が定着したことが、大きなブレイクスルーとなっ
ています」と田宮氏は言います。

実際、SAPPORO DATA FACTORY運用以前は5つのソース
システムとの連携に約2年の期間が見込まれていましたが、運
用開始後は9カ月で8つのソースシステムが連携しました。そし
て、サッポロではデータ連携の構築にかかるコストを80％以
上削減し、開発期間についても75％以上の短縮を実現するこ
とができました。

Qlik Talend Cloudによって運用が簡素化され、データ利活
用の環境が整備されたことで横の連携も活発になり、今まで
になかった新たな取り組みも動き始めています。田宮氏は「
物流系のデータと受注データを組み合わせ、在庫管理を最
適化するという取り組みが始まっています。現状の在庫データ
と直近の出荷データを比較しながら適正な在庫を判断すると
いう、今までになかった他部門の進捗をリアルタイムで把握
し意思決定に結びつけることができるようになりました」と言
います。

営業部門と物流部門を中心にデータ利活用の拡大を進めて
いるSAPPORO DATA FACTORYですが、次のステップとして
財務領域を重点的に進める予定です。「予算など経営リソー
スのアロケーションを最適化していくことが2026年の大きな
テーマです」と田宮氏。



Qlik についてについて
Qlik は、統制された信頼性の高いデータ活用を可能にし、AI から最大限の価値を引き出せるよう支援します。信頼できるデータ製
品、強力な分析エンジン、AI エージェントにより、リスクの低減や運用コストの抑制、ニーズの変化に応じた責任ある AI 活用の拡大
を可能にします。Fortune 500 企業の 75% が利用している Qlik は、世界中の顧客をサポートしています。顧客の既存システムやパ
ートナーとの連携により、ベンダーに縛られない柔軟性を提供します。
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組織全体にAI対応のデー 
タを提供しましょう

もっと詳しく知る

®

小林氏は「SAPPORO DATA FACTORYは使いやすいデータ
基盤システムとして継続的に整備していますので、財務はもち
ろん、領域的には全方位で取り組んでいきます。社員のニーズ
への対応を強化するとともにグループ全体でデータリテラシ
ー向上へ取り組んでいます」と言います。サッポロでは全社員
を対象としたDX研修を実施するほか、デジタルを活用した業
務改革へのニーズをすくい上げながら、伴走し支援するプラッ
トフォームを軸にしてデータ利活用を推進しています。

「現状はBIツールでの利活用がメインですが、データ基盤によ
る経営効果を最大化するために、AIエージェントなどのAIでも
活用できるようなAI-Readyな基盤への発展も視野に入れて
おり、利活用の幅と深度を進化させていくつもりです」と小林
氏はSAPPORO DATA FACTORYの今後を見据えています。

https://www.qlik.com/ja-jp/products/qlik-talend-data-integration-and-quality

